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研究成果の概要（和文）：FDG-PET での SUV 集積強度と，悪性リンパ腫で最多の DLBCL で

は発生由来に伴う病理組織学的悪性度には相関関係は認めなかったが，解糖系亢進の一要因と

思われる GLUT-1 と非常に強い相関性を認めた．DLBCL での FDG 取り込みは，解糖系の亢

進程度をみているにすぎないのかもしれないことが判明した． 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated the relationship between 18F-FDG uptake and 

clinic-pathological factors in DLBCL patients. The degree of SUV uptake was related to the 

glucose transporter, especially GLUT-1. 
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１． 研究開始当初の背景  

(1)悪性リンパ腫の腫瘍マーカーとして 

IL-2 受容体抗体が知られているが，MALT リ
ンパ腫は低悪性度リンパ腫に属し，IL-2 抗体
価が腫瘍マーカーとしての役割を果たして
いない現状であり，臨床的に腫瘍マーカーの
必要性を期待する状況である．研究開始当初
は，限局期 MALT リンパ腫に対しての標準治
療は放射線治療であった．我々の先に行った
研究で MALT リンパ腫症例の末梢血液中に
CXCR-3・CD20 陽性細胞が存在し，組織に
migrate していることを突き止めていた状況
であった．本研究を開始した後より，MALT

リンパ腫に対しても抗CD20抗体であるリツ
キシマブを広く使用するようになり，

CD20・CXCR-3 陽性細胞が必然的に抑制さ
れる状況となってしまったことで，本研究が
遂行できない事態が生じた． 

 

(2)悪性リンパ腫に対しては，FDG-PET が広
く用いられるようになってきたが，その臨床
的意義はあくまで十分に解明されていると
はいえない状況である．化学療法前後で
FDG-PET を施行し，SUV 強度の推移で予後
を推定することが可能とする報告(Corinne 

Haioun. Blood 106(4) 1376-81,2005)もある
が，前向き試験として十分な結果を示してい
なかった． 

これらを勘案すると，悪性リンパ腫特にび漫
性大細胞性 B 細胞性リンパ腫(diffuse large 
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B-cell lymphoma : DLBCL)における病理細
胞学的悪性度と FDG-PET の集積強度，およ
びその要因についての研究が早急に求めら
れる状況であった． 

 

 

２．研究の目的 

(１) 本研究の目的としては治療前後で末梢
血液中の CXCR-3・CD20 陽性細胞の推移を
診ることで病勢を評価でき，腫瘍マーカーと
して使用できるかを検討することを目的と
し，先の基礎研究で，実際に治療前後で減少
する症例がいることを確認していた．リツキ
シマブの頻用化によって，本研究の基本設定
自体が遂行不可能な状況となってしまい，下
記の如く本研究の目的を変更するに至った． 

 

(２)悪性リンパ腫症例，特に頻度の最多であ
る DLBCL に対して，SUV 強度と病理組織
学的悪性度の関連性を評価することと，FDG

取り込みの要因を推定することを目的と変
更した． 

 

３．研究の方法 

(１)上記理由により，研究の大きな変更を余
儀なくされたため，割愛する． 

 

(２)治療前に当院で FDG-PET 検査を行った
悪性リンパ腫 176 例中，院内で生検まで施行
され診断が確定している症例を抽出した．条
件を同一にするため，DLBCL(び漫性大細胞
性 B細胞リンパ腫)症例の 96例を対象とした． 

FDG-PET に関しては対象症例の生検部位，
全身で最も集積が高い部位の SUV を計測し
た． 

病理学的発生起源に伴う悪性度を評価する
ために，CD10, bcl6, MUM-1 の免疫染色を行
い，低悪性度と考えられている germinal 

center origin の DLBCL と intra-follicular 

region から発生した比較的悪性度が高いと
考えられている ABC type の DLBCL とに層
別化した． 

FDG の取り込む要素として，glucose 

transporter に着目し，GLUT-1, GLUT-3, 

GLUT-4およびヘキソキナーゼ IIを全例免疫
染色行った． 

これらの項目に対して統計学的解析
(Kruskal-Wallis 検定) を行い，評価した． 

 
 

４．研究成果 
(1)発生由来に関しては，低悪性度と考えられ
ている GC type が 37 例，悪性度が高いとお
もわれる ABC type が 59 例に層別化できた． 

 

(２)DLBCLにおける発生起源と SUV強度の
関連性については，図の如く関連性がみられ
なかった． 

(3)glucose transporter と SUV 強度との関連
性に関しては，下記図の如く，GLUT-1 と
SUV 値には強い相関を認めた． 

 
GLUT-3 と SUV に関しては，有意差は得る
ことができなかったが，弱い関連性が示唆さ
れ，症例の蓄積が必要と考えた． 



 

 

 
なお，陽性細胞の評価に関しては，腫瘍細胞
中 の 陽 性 細 胞 が ， 0-25%:1, 26-50%:2, 

51-75%:3, 76-100%:4 の 4 群に評価した． 

 
弱陽性例を示している．0-25%:1 群．GLUT-1. 

 
強陽性例．75-100%:4 群．GLUT-1. 

 

(4)一般的に病変の広がりを示す病期が進ん
だ状況では悪性度が高くなっていることが
予想されるが，病期と SUV の関連性を報告
したものは少なく，臨床的に必要な情報であ
る．今回解析した DLBCL 96 症例で病期と
SUV の関連性を検討したが，相関傾向は認め

なかった． 

 
これらの結果を総合的に判断すると，悪性リ
ンパ腫，DLBCL における FDG の取り込み
は 

腫瘍の発生部位に起因する悪性度を反映し
ているものではなく，解糖系の亢進を診てい
ることにすぎないと判断することができた．
腫瘍が解糖系を亢進させる transporter を発
現していると推察されるが，その機序に関し
ては今後の検討課題である． 
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